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　京都産業21からは、さまざまな形で支援をいただいていま
す。令和3年度「産学公の森」推進事業に採択いただき、企業向
けサービス開発を推進。また、第2回スタートアップ支援「エン
ジェルコミュニティ」交流会での登壇を機に2社からお声がかか
り、導入を検討いただいているところです。
　今後の展望は、利用者数とケア効果の両面において、日本で
トップのメンタルヘルスサービスへと成長を遂げること。市場の
開拓・拡大をもって、日本におけるメンタルヘルスケアに対するネ
ガティブなイメージを払拭し、誰でも気軽にメンタルのセルフケ
アができる当たり前のものとして定着させたいと考えています。

「誰かに相談したいけれど、話せない」人が、
安心できる場所を作りたい、との思いが出発点

　当社は、AIロボとチャットで会話
することを通して、メンタルのセル
フケアを行うアプリ「emol」の開
発・運営を行っています。創業の
きっかけとなったのは、当社の
CEOである千頭沙織自身の、「誰
かに相談したいけれど、話せない」
という体験です。キャラクターロ

ボットのような仮想の相談相手であれば、相手から批判される
ことも相手に気を遣うこともなく話すことができるのではない
かと考え、2019（平成31）年の創業に先駆けて、2018（平成
30）年に「emol」のベータ版を公開しました。
　ベータ版は、「うれしい」「いらいら」など9つの感情から
ユーザーのその時々の感情を選んで記録する機能、AIロボの
「ロク」とチャットで会話をする機能、1週間単位で感情の記録を
振り返ることができる機能を搭載したものです。その後、2020
（令和2）年に早稲田大学との共同研究をスタートし、医師や
カウンセラーが用いる認知行動療法のプロセスに基づいて、
AIロボのサポートによりセルフケアを実施するデジタルプログ
ラムを開発。同プログラムを無料（一部有料）で提供する正式
版を、2020（令和2）年12月にリリースしました。
　「emol」の最大の強みは、使い勝手のよさとメンタルヘルス
不調の予防効果を両立させている点にあります。予防効果に
ついては大学との共同研究で検証を進めており、2021（令和
3）年に自治体の協力のもと、臨床心理の分野で認められた心
理測定尺度による実証実験を行った結果、抑うつや不安の軽減
を確認することができました。

27万ダウンロードを突破。さらなる改善により
国内ナンバーワンのサービスを目指す
　在宅勤務等の影響でメンタルヘルス問題が浮き彫りとなっ
たコロナ禍において、全世代を対象としたあるアンケートでは、
82％もの人が「メンタルヘルスのサポートを人よりもロボット
に頼りたい」と回答しました。そうした中、「emol」は小学生を含
む10～30代を中心に利用者数が伸び、iOS版のみのオーガ
ニック件数（広告ソース等を利用しない件数）で、約27万ダウン
ロードを超えています。今後はメインターゲット層の継続利用
が増えるよう改善に力を注ぐとともに、企業の従業員向けや、
自治体と連携して妊産婦向けにも対象を広げる予定です。

Comp a n y  D a t a
●代表取締役CEO／千頭 沙織
●所　在　地／京都市下京区中堂寺南町134 ASTEM棟 7F
●E - m a i l／support@emol.jp
●設　　　立／2019(平成31)年3月
●事 業 内 容／メンタルヘルス関連サービス開発

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ イノベーション支援部　TEL.075-708-3066  E-mail：startup@ki21.jp

代表取締役COO　武川 大輝 氏

クローズアップ！ 期待のSTARTUP!!クローズアップ！ 期待のSTARTUP!! 取  材

emol株式会社AIロボとの会話を通してメンタルの
セルフケアをするアプリ「emol」を展開 https://emol.jp

京都産業２１のスタートアップ支援情報はコチラ
https://www.ki21.jp/kkc/service/startup/

スタートアップ支援クロスファンクショナルチームでは、スタートアップ企業の成長を支援するた
め、資金調達・協業を目的としたピッチ会・交流会の開催やマッチング支援等による伴走支援を
行っています。本コーナーでは、先端的な取組をされるスタートアップ企業を紹介します。

基本使用料無料のAIメンタルヘルスセルフケアアプリ「emol」

ムービーやオーディオなど大きく5つのコンテンツが用意された
セルフケアプログラム

京和傘製造元として伝統を受け継ぎながら
照明ブランドを展開する老舗ベンチャー

　当社の歴史は、江戸時代後期に創業。以
来160年以上にわたり「京和傘」を作り続け
てきました。今も、京情
緒豊かな伝統工芸品
「京和傘」の唯一の製
造元として、その技を
受け継いでいます。
　私が「京和傘」を初

めて目にしたのは、妻の実家として当社を
訪れた時のことです。売上の低迷から先
代が廃業を考えていると聞いた私は「多く
の人がこの美しさを知らないこと」が一因
だと感じ、自社ホームページを立ち上げました。さらに私が五代
目当主に就任した2004（平成16）年
以降は「京和傘」の技法を活かした新
商品の開発に着手。「京和傘」のように
フレームを開閉できる照明「古都里」
の完成後は海外販路開拓に注力し、
15ヶ国で販売を展開してきました。

専門家派遣により生産管理と人材育成の体制を確立
　当社が販路拡大を進めていく中で浮き彫りとなったのが「工

房の状況が把握できない」という問題でした。職人の作業工程
が社内で標準化されておらず、生産管理ができないため、コスト
の増大や受注機会の損失が生じやすい状況にあったのです。そ
こで京都産業21の専門家派遣事業を活用し、作業工程の標準
化、在庫管理の見直し、工房の整理整頓などに関して、理論や経
験、データ分析に基づいた改善策を提示いただくとともに、それ
らの実践に向けて職人に直接ご指導をいただきました。作業効
率の向上はもちろん、ベテランと若手が組むチーム制を取り入
れたことで人材の教育体制が整った
こと、また、生産管理表による分担・進
捗・目標の“見える化”、個々のスキル
アップに対する意識が高まったことは
大きな収穫です。
　来年には和傘でも洋傘でもない
“第3の傘”をはじめ、いくつもの新商
品を発表予定です。実現した新しい
環境・生産体制を企業文化として定
着させ、さらなる成長につなげてい
きたいと考えています。

Comp a n y  P r o f i l e
●代表取締役／西堀 耕太郎
●所　在　地／京都市上京区寺之内通堀川東入ル百々町546
●電　　　話／075-441-6644
●創　　　業／江戸時代後期［法人改編2003（平成15）年10月］
●事 業 内 容／京和傘、和風洋傘、和風照明、提灯等の製造販売

https://www.wagasa.com
株式会社日吉屋売上・利益向上や販路開拓の土台となる

作業の標準化・効率化・見える化を実現

支援企業紹介
2019（令和元）年4月からスタートした「京都の未来を拓く次世代産業人材活躍プロジェクト」は、質の高い安定的な正規雇用の創
出に向けてオール京都体制で推進しています。本プロジェクトの「専門家派遣事業」を活用し、業務プロセスの改善や生産性向上、
働き方改革に取り組む企業を紹介します。

取  材京都の未来を拓く次世代産業人材活躍プロジェクト

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 産業人材育成・雇用創出推進センター　TEL：075-315-9350  E-mail：jisedaip@ki21.jp

代表取締役
西堀 耕太郎 氏

京都独自の美意識を持つ
「京和傘」

京和傘の構造と素材を活かした
照明「古都里」を展開

在庫管理と工程改善により、
作業効率がアップ

専門家派遣後

専門家派遣前


